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▶�競技のおもしろさと今後の目標は？
徳永：トップレベルの選手が記録した
得点と遜色のない記録を持っていれ
ば、高校生でも同じ競技大会への出場
資格があります。トップ選手と肩を並
べて競技することは、競技の中でも学
ぶことができますし、トップ選手を憧れでなく目標としてみえるところです。
田畑：精神統一の方法や撃ち方を考え工夫して、自分なりにコツコツでき
るというところです。
徳・田：今後の目標は、１０月の第７１回国民体育大会ライフル射撃競技ビー
ムピストルで優勝することです。

いつもどおり　的にだけ集中

�水口高等学校ライフル射撃部　３年 

� 徳
と く な が

永大
だ い す け

輔さん　田
た

畑
ば た

実
み

菜
な

さん
▲ビームピストルの練習に励む徳永さん（左）と田畑さん（右）

　今回は、８月に韓国で開催された東アジアユースエ
アガン大会に日本代表として出場した徳永さんと３月
の全日本高校ライフル射撃競技選抜大会のビームピス
トル少年女子４０発競技で日本新記録を出し優勝した
田畑さんにお話を伺いました。

▶�高得点を出すために集中力を発揮するコ
ツは？
徳永：的に向かい、いつもと同じ動作で １０
点をめざすことだけをイメージして他のこと
は考えないことです。高得点が出る時は、
撃ち終わった後に他のことを考えてなかっ
たなと思うぐらい的にだけ集中します。
田畑：練習と同じように、撃つことを大切に
しています。いつもどおりできれば、おの
ずと集中力が増し高得点につながります。

▶�ライフル射撃部に入部した理由と�  
他の競技との違いは？
徳永：部活動体験でビームライフルを撃ったと
き、的に当たることに楽しさを感じたからです。
田畑：走るのが苦手なので、的に当てる種目を
しようと思い、弓道部と迷ってライフル射撃部に
しました。
徳・田：他の競技に比べて「走る」「跳ぶ」等の
運動能力の優劣よりもメンタル的な集中力が勝
敗の大部分を左右します。
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　水口町牛飼地区の水田で、地区内を走る信楽高原鐵
道の車窓から見える田んぼアートが完成し、見ごろを迎
えています。
　貴生川駅を出発して約３分後、進行方向左手の水田
に、黄や黒、白など５種類の苗を使い、甲賀市観光協会・
甲賀市商工会のキャラクター『にんじゃえもん』が手裏
剣を持って走る姿が描かれています。
　乗客は、「高原鐵道に乗るときの楽しみがひとつ増え
ました」と稲の生育とともに少しずつ変化する『にんじゃ
えもん』の姿を楽しんでいました。
　見ごろは１０月８日の稲刈りまで、信楽高原鐵道に乗
車し、車窓から甲賀流田んぼアートをご覧ください。

　甲賀ＪＯＢフェアが８月４日、碧水ホールで開催
されました。
　市内で就職を希望する若年求職者を対象とし
て、市内３０の企業・事業所が面談の場を設ける
合同就職面接会で、５７人が参加しました。
　参加者は、「地元の甲賀市に住み続けたいので、
今まで考えていた業種以外の話も直接聞けてよ
かった」と話し、企業側も「地元で働きたいと思う若い方と出会える機会があることは大切」
と若者と市内企業の有意義なマッチングの場となりました。
　今年は、初めて同フェアを市外でも開催し、求職者の就業の促進と市内企業の活性化を
図っています。
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▲フィナーレの100人太鼓

▲見ごろを迎えた「にんじゃえもん」の田んぼアート

▲企業から説明を受ける求職者

▲筆を投げおろして絵付けする児童
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